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皆様、大変お待たせいたしました。

昨年の７月より進めてまいりました枡形土塀復原工事が、７月

２８日に無事完成することができました。

市民の皆様からのご協力、並びに復原工事に関わっていただい

た方々に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

それでは、枡形土塀復原工事の完成までの工程と、８月３０日

（土）に開催致しました「おひろめ式」の様子などをお届けしま

す。

1 わら苆
すさ

荒壁には、補強と亀裂防止のため、

わら苆
すさ

を練り混ぜます。

わら苆は、稲わらを職人さんが手

作業で刻んで作ります。

2 練り混ぜ

今回の工事では、荒壁に最適な粘

土を新潟より取寄せました。

その粘土に、わら苆
すさ

と砂を練り混

ぜ、荒壁の材料とします。

3 大直
おおなお

し

荒壁の仕上げとして、大
おお

直
なお

しを行

います。角から左側は、大直しを行

った壁面、右側は、大直しを行う前

の壁面です。

荒壁は、このように、わら縄を挟

みこみながら仕上げていきます。



4 狭間
さ ま

の寸法

山形城の狭間
さ ま

の形状と寸法を示す

史料は見つかっていませんが、霞城

公園整備推進検討会議で審議いただ

き、今回の復原工事では、駿府城の

史料に記述のある狭間の形状と寸法

を参考にしています。

5 中塗
な か ぬ

り

荒壁の上に、中塗りを行います。

中塗りが乾燥したら、いよいよ

漆喰
しっくい

仕上げに入ります。

6 漆喰
しっくい

下塗り

まずは、軒裏の波型から、漆喰塗

りを始めます。

漆喰は、２層に分けて仕上げます

が、その第１層目として、漆喰下塗

りを行います。

7 漆喰
しっくい

仕上げ塗り

角から右側は、漆喰下塗りまで完

了した面で、左側は、下塗りの上に

仕上げ塗りを重ね完了した面です。

2 層で仕上げることで、ムラが無

く、美しい純白に仕上がります。



8 軒
のき

裏
うら

と狭間
さ ま

の仕上げ

軒
のき

裏
うら

を仕上げた後は、挟間
さ ま

の下塗

りを行います。

軒裏も狭間も、角をしっかり仕上

げているので、見栄えがよく、とて

も美しく見えます。

9 柱部分の処理

腕木
う で ぎ

のある壁中には、柱がありま

す。

その部分は、ひび割れが起こりや

すいので、補強を施します。

そのため、まずは、柱部分に下塗

りを行います。

10 下地の補強

次に壁面全体の下塗りを行います

が、先に塗った柱部に樹脂性のネッ

ト（寒冷紗
かんれいしゃ

）を貼り付け、塗り込め

ます。

こうすることで、ひび割れを抑制

することができます。

柱部だけでなく、角部などもこの

ような処理を施しています。

11 狭間
さ ま

の仕上げ

壁面の下塗りが完了しましたら、

狭間の仕上げを行います。

腕木



12 壁面の漆喰
しっくい

仕上げ塗り

いよいよ、壁面全体の仕上げに入

ります。

熟練した左官工により、丁寧に仕

上げられていきます。

13 漆喰
しっくい

仕上げの完了

これで、漆喰仕上げ塗りが完了し

ました。

乾燥を待って、細部の手直しを行

います。

14 足場の解体

足場を解体します。

ついに、枡形土塀が、姿を表しま

す。

15 完成

平成２６年７月２８日、本丸一文

字門枡形土塀が完成しました。

昨年７月に完成した高麗門と合わ

せ、本丸の正門にふさわしい、重厚

感のある壮麗
そうれい

な 佇
たたず

まいとなってお

ります。



1６ おひろめ式の開催

８月３０日（土）に、関係者をお

招きして、おひろめ式を開催いたし

ました。

テープカットの後、「開門！」の号

令に合わせ高麗門が開き、ご来賓の

方々を先頭に、一般の方々も入城し

ました。

1７ おひろめ式（たたら太鼓演奏）

おひろめ式では、銅町の「たたら

太鼓振興会」の皆さまから、勇壮な

太鼓演奏をご披露いただきました。

太鼓の音が、枡形内に響き渡り、

迫力のある演奏でした。

1８ 一般公開

１０月末までの期間（９時～１６

時）、完成した高麗門をくぐり、本丸

内の発掘調査現場をご覧いただくこ

とができます。

どうぞ皆さん、霞城公園に足を運

んでいただき、新しい山形のシンボ

ルをご覧ください！


